










（ 続紙 １ ）                             
















発した超電導線材で温度 4.2 K、印加磁場 12 Tにおける非銅部臨界電流密度(JC)が実用レベルを超える
800 A/mm2 を達成している。また、すべての応用機器には利用できない製法となるが、高温短時間熱






























なお、第 4章の研究成果をもとに、試験法が国際標準に提案され、Committee Draft、Committee 
Draft for Vote、Final Draft International Standardを経て、国際投票により、全 10メンバー国の賛
成で可決され、2018年 6月 18日付けで IEC 61788-24:2018 として正式に国際標準として承認されて
いる。 
 
第 5章は結論であり、第 2章から第 4章までの要約である。 
 
  


























かさは 1.3%と、国際標準として十分小さいものと判断された。なお、この手法は 2018年 6









要旨公開可能日：     年   月   日以降 
 
